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＜基本理念＞ 
私たちは、人道・博愛の赤十字精神にもとづき、

みなさまの生命と健康を守るために、信頼される医療を実践します。 

特集 事務部長 就任挨拶
新任医師・研修医紹介

写真︓当院中庭で誕生カルガモの親子

研修医のご紹介研修医のご紹介
研修医　熊谷  蓮奈

一言：色々なことを学ばせていただきたく、必
死に自分で出来ることを考え勉強します！目の
前にいる患者さんが、今よりも少しでも明るい
気持ちになれるような、医師を目指して頑張り
ます。これからよろしくお願いいたします。

研修医　鵜浦  高行

一言：人の心に寄り添える医師を目
指して、日々精進していこうと思い
ます。至らぬ点も多々ありますが、
どうぞ宜しくお願いいたします。

研修医　浅井  貴嗣

一言：日々、多くのことを学び、充
実した２年間にしたいと思います。
ご指導のほどよろしくお願いいたし
ます。

研修医　萩原  丈之
　　　　　
一言：多くのことを吸収し、充実し
た２年間になるよう努めます。御指
導の程、何卒宜しく御願い申し上げ
ます。

研修医　萩原  聡子

一言：生まれ育った埼玉を出て、こ
の春から盛岡で働きはじめました。
大好きな岩手で医療に携わることが
でき、非常に光栄です。よろしくお
願いいたします。

研修医　後藤  充記

一言：全身を俯瞰できるよう様々な
ものに目を向け、日々精進したいと
考えております。

研修医　田中  泰斗

一言：安全第一で元気に頑張ってい
きたいです。

（ハギワラ　タケユキ） （クマガイ　レナ）

（ハギワラ　サトコ）

（ゴトウ　ミツキ）

（タナカ　タイト）

（ウノウラ　タカユキ）

（アサイ　タカツグ）

医療機器共同利用のご案内医療機器共同利用のご案内
　当院で保有している医療機器を地域の医療機関の先生方に利用していただくシステムです。下記医療機器につい

て利用できますが、ご利用の際は、あらかじめ契約が必要となりますので、当院ホームページをご確認ください。

　また、読影をご希望の場合、造影が必要な場合は、これまで通り放射線科へのご紹介をお願いいたします。

　なお、MRI（３テスラ以上）の共同利用は準備中です。当面は、これまで通り放射線科の紹介診療で対応いたします。

【利用可能医療機器】

CT（16列以上64列未満マルチスライス型）



　各医療機関の皆さま、日頃は当院の運営にご支援・ご指導をいただき厚く御

礼申し上げます。この度、盛岡赤十字病院事務部長を拝命いたしました赤平寛

彦と申します。

　過去３年にわたり猛威を振るった新型コロナウイルス感染症ですが、昨年に

「５類感染症」へと移行され、ポストコロナ時代に向け、大きく流れが変わろ

うとしています。その社会変化の中でも、当院が医療を提供している患者さん

の多くは高齢者であり、重症化や基礎疾患の悪化などのリスクを有しておりま

す。当院では、引き続き基本的な感染対策を徹底し、患者さんとそのご家族に

とって安心かつ安全な医療を提供してまいります。

　当院は、地域医療支援病院の承認を受けておりますが、昨年度、外来機能の

明確化・連携を強化し、患者の流れの円滑化を図るため、紹介受診重点医療機

関の指定を受けました。これにより、患者さんは、「かかりつけ医」を受診し、

必要に応じて「紹介受診重点医療機関」である当院を紹介、受診し、状態が落

ち着いたら逆紹介をし、「かかりつけ医」に戻るというサイクルを明確化するこ

とといたしました。

　当院では、「かかりつけ医」と「紹介受診重点医療機関」との役割分担を行う

ことで、外来患者の待ち時間の短縮、患者のスムーズな検査・治療、勤務医の

外来負担の軽減などを図ってまいります。

　また、地域住民の方々が住み慣れた地域での暮らしを継続していくために

は、医療連携だけでなく、介護、福祉、保健も含めた連携が重要だと考えてお

ります。地域包括ケアシステムの中で地域に期待される当院の役割を担ってい

くためにも、地域の先生方にご指導、ご協力をよろしくお願い致します。

　当院の理念である「私たちは、人道・博愛の赤十字精神にもとづき、みなさ

まの生命と健康を守るために、信頼される医療を実践します」のもと、地域の

皆様に愛される病院づくり、より地域に密着した病院づくりに全力を尽くして

いきますので、今後ともよろしくお願い申し上げます。

事務部長　就任ご挨拶事務部長　就任ご挨拶

事務部長 赤平 寛彦

特集
新任医師のご紹介新任医師のご紹介

整形外科副部長　菊地　将

一言：地域の医療に貢献できるよう
努力します。

小児科副部長　下舘  歩惟

一言：皆様のお役に立てるよう頑張
りますのでよろしくお願い致しま
す。

放射線科副部長　大崎　洸

一言：4月からお世話になっており
ます。放射線科の大崎と申します。
盛岡市の医療に貢献できるよう頑張
ります。よろしくお願いいたしま
す。

外科医師　大塚  観喜

一言：盛岡赤十字病院外科で診療さ
せていただきます、大塚　観喜と申
します。力不足な点もあるかとは思
いますが、何卒よろしくお願いしま
す。

整形外科医師　及川　亮

一言：地元の医療に貢献できるよ
う、全力投球で頑張ります。

産婦人科医師　佐藤  貴紀

一言：一生懸命がんばります。よろ
しくお願いいたします。

耳鼻咽喉科医師　垣見  和亨

一言：まだまだ未熟ではございます
が、かんばりますのでよろしくお願
いします。ご指導ご鞭撻のほどよろ
しくお願いします。

（オオツカ　カンキ） （キクチ　ショウ）

（オイカワ　リョウ）

（サトウ　タカノリ）

（カキミ　カズミチ）

（シモダテ　アイ）

（オオサキ　タケシ）

紹介受診重点医療機関に関するお知らせ紹介受診重点医療機関に関するお知らせ
　当院は、令和６年１月１日付けで岩手県より紹介受診重点医療機関に認定されました。

　「紹介受診重点医療機関」とは、かかりつけ医などからの紹介状を持って受診いただくことに

重点をおいた医療機関です。手術・処置や化学療法等を必要とする外来、放射線治療等の高額な

医療機器・設備を必要とする外来を行っています。

　患者さんが、適切な検査や治療をよりスムーズに受けられるよう努めてまいりますので、今後

ともご協力のほどよろしくお願い申し上げます。
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